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　切り下げ箇所と幅は、１住宅に
つき１ヵ所で４ｍです。
　地形により考慮可能な場合があ
りますので、道路の管理者へご相
談ください。

歩道切り下げ工事後

道路上に置かれた乗り入れブロック、
鉄板、ゴム製ステップなど

剪定前

剪定後

道
路
周
辺
の
樹
木
剪
定
の
お
願
い

乗
り
入
れ
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
の
撤
去
の
お
願
い

樹
木
の
所
有
者
は
剪
定
・
伐
採
な
ど
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す

　道
路
上
の
乗
り
入
れ
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
は
事
故
の
原
因
と
な
り
危
険
で
す
。

全
て
の
人
が
安
全
・
安
心
に
通
行
で
き
る
よ
う
に
撤
去
を
お
願
い
し
ま
す
。

道
路
に
樹
木
が
は
み
出
し
て
い
る
と

・
車
や
歩
行
者
の
通
行
を
妨
げ
、
利
用
す
る
皆
さ
ん
の
迷
惑
と
な
り
ま
す
。

・
信
号
や
道
路
標
識
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
が
見
え
に
く
く
な
り
、
交
通
事
故
を
引
き
起
　

　こ
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

・
害
虫
な
ど
の
発
生
に
よ
り
歩
行
者
や
周
囲
へ
被
害
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　自
宅
へ
の
自
動
車
な
ど
乗
り
入
れ
の
た
め
、
道
路
上
に
設
置
さ
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
や
鉄
板

に
よ
る
事
故（
歩
行
者
の
つ
ま
づ
き
や
自
転
車
・
バ
イ
ク
の
転
倒
な
ど
）が
発
生
す
る
と
、

設
置
者（
所
有
者
や
使
用
者
）の
責
任
が
問
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　歩
道
の
切
り
下
げ（
段
差
解
消
）が
必
要
な
場
合
は
、
道
路
の
管
理
者（
左
記
申
請
先
）へ

申
請
し
、
許
可
を
受
け
た
後
で
工
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す（
工
事
費
用
は
申
請
者
負

担
）。

安
心
・
安
全
な
道
路
に

《
申
請
先
》
市
管
理
道
路
は

　市
土
木
課
☎
33
４
１
２
１
、
各
支
所
建
設
地
域
事
務
所

県
道（
市
内
の
国
道
２
１
９
号
、４
４
３
号
、４
４
５
号
を
含
む
）は

県
南
広
域
本
部
土
木
部 

維
持
管
理
課
☎
33
４
１
６
６

国
道（
市
内
の
国
道
３
号
）は
国
土
交
通
省 

八
代
維
持
出
張
所
☎
32
４
２
７
１

問
合
せ

切り下げ幅

土
木
課

　本
庁
仮
設
庁
舎
西
棟
２
階
　☎
33
４
１
２
１
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ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
決
定
記
念

６ 

白し
ら

和に

ぎ

て幣

　

白
和
幣
は
、
も
と
も
と
江
戸
時
代

に
妙
見
宮
周
辺
の
老
若
男
女
が
白

い
御
幣
を
持
っ
て
行
列
に
加
わ
っ

て
い
た
も
の
で
す
。
明
治
時
代
以

降
、
途
絶
え
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

10
年
に
絵
巻
な
ど
を
も
と
に
復
元

さ
れ
、
行
列
に
華
や
か
さ
を
添
え
て

い
ま
す
。

白
和
幣
保
存
会
　徳
永
　弘
子
さ
ん

　
昨
年
11
月
の
全
国
山
・
鉾
・
屋
台

保
存
連
合
会
総
会
で
他
の
団
体
と

交
流
し
、
後
世
に
伝
え
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
思
い
が
よ

り
一
層
湧
き
上
が
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
会
員
一
体
と
な
っ
て
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

７ 

籠か
ご

　
江
戸
時
代
の
神
仏
習
合
の
頃
、
妙

見
宮
の
隣
に
あ
っ
た
神
宮
寺
の
高
僧

が
籠
に
乗
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
明

治
の
神
仏
分
離
で
寺
僧
の
参
加
が
途

絶
え
、
籠
も
行
列
か
ら
消
え
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
２
年
に
復
活
し
、
以

後
毎
年
か
わ
い
ら
し
い
稚
児
籠
が
見

ら
れ
ま
す
。

本
町
三
丁
目
　山
園
　司
さ
ん

　
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
さ

れ
た
「
八
代
妙
見
祭
の
神
幸
行
事
」

は
、
市
民
に
と
っ
て
身
近
な
お
祭
り

で
す
。
地
元
の
祭
り
を
次
の
世
代
に

継
承
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
い
う
責
任
感
を
持
っ
て
、
こ
れ
か

ら
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

８ 

笠か
さ

鉾ぼ
こ 

菊き
く

慈じ

童ど
う

　

笠
鉾
「
菊
慈
童
」
は
宮
之
町
か
ら

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
菊
慈
童
は
、
謡

曲
「
枕
慈
童
」
に
登
場
す
る
少
年
で
、

人
々
の
不
老
不
死
へ
の
願
い
を
表
し

て
い
ま
す
。
神
幸
行
列
の
中
で
は
他

の
笠
鉾
の
先
頭
に
立
ち
、
天
候
が
悪

く
て
も
必
ず
妙
見
宮
ま
で
お
供
す
る

習
わ
し
で
す
。

宮
之
町

　杉
本
　
勝
巳
さ
ん

　
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
さ

れ
た
こ
と
は
、
大
変
嬉
し
い
で
す
。
妙

見
祭
を
見
て
い
る
人
、
神
幸
行
列
に

参
加
し
て
い
る
人
み
ん
な
が
わ
く
わ

く
す
る
よ
う
に
、
頑
張
っ
て
い
き
た

い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
伝
統
を
守
り
、

次
の
世
代
に
受
け
継
い
で
い
き
ま
す
。

９ 

神し
ん

　
馬め

　

神
馬
は
代
々
、
八
代
城
主
の
愛

馬
の
中
か
ら
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
田
中
町
か
ら
奉
納
さ
れ
、

現
在
で
は
田
中
町
か
ら
出
な
い
場

合
、
毎
年
12
月
１
日
に
希
望
者
の

中
か
ら
抽
選
を
行
い
、
翌
年
の
奉

納
を
決
め
て
い
ま
す
。

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
ク
ラ
ブ
花
馬
奉
納
会

　
　
　
　
　
　
　吉
永
　裕
之
さ
ん

　
今
年
は
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化

遺
産
登
録
後
の
初
の
神
馬
と
し
て

携
わ
る
こ
と
が
で
き
、
誇
り
に
思
っ

て
い
ま
す
。
神
馬
は
神
事
も
あ
る

た
め
、よ
り
一
層
、心
を
引
き
締
め
、

こ
れ
か
ら
も
妙
見
祭
に
携
わ
り
、

後
輩
の
育
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

10 

神し

ん

め馬
奉ぶ

ぎ
ょ
う行

　
江
戸
時
代
に
は
松
井
家
家
臣
の

鉄
砲
頭
が
勤
め
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
17
年
に
復
活
し
、
平
成
19
年

に
祭
礼
絵
巻
と
同
様
の
裃

か
み
し
も

姿
に
な

り
ま
し
た
。

ブ
ル
ー
グ
ラ
ス
　竹
原

　秀
喜
さ
ん

　
神
馬
奉
行
が
乗
っ
て
い
る
馬
を

提
供
し
て
い
る
こ
と
は
、
名
誉
な
こ

と
で
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
絵
巻

物
の
通
り
に
復
元
し
た
神
幸
行
列

は
圧
巻
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の

す
ば
ら
し
い
祭
り
を
末
永
く
続
け

て
も
ら
い
た
い
で
す
。
今
後
も
で
き

る
限
り
、
八
代
妙
見
祭
を
盛
り
上
げ

る
た
め
に
協
力
を
し
て
い
き
た
い

で
す
。
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獅
子

２
花
奴

３
木
馬

４
鉄
砲

５
毛
槍

八
代
の
宝
か
ら
世
界
の
宝
へ

妙
見
祭
を

る
人
た
ち

彩

八
代
の
宝
か
ら
世
界
の
宝
へ

妙
見
祭
を

る
人
た
ち

彩

八
代
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宝
か
ら
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界
の
宝
へ

妙
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を

る
人
た
ち

彩

８
笠
鉾
菊
慈
童

15
阿
須
波
神

22
対
の
槍

29
斎
主

９
神
馬

16
火
王・水
王・風
王

23
御
太
刀

30
笠
鉾
本
蝶
蕪

10
神
馬
奉
行

17
奏
楽
大
太
鼓

24
神
輿

31
笠
鉾
蘇
鉄

36
笠
鉾
松

11
甲
冑
武
者

18
奏
楽

25
長
刀

32
笠
鉾
西
王
母

37
笠
鉾
迦
陵
頻
伽

12
大
麻

19
四
神
旗

26
紫
翳

33
笠
鉾
猩
々

38
流
鏑
馬

６
白
和
幣

13
大
太
鼓

14
神
官

20
紙
幣

21
弓
矢

27
菅
翳

28
立
傘

34
笠
鉾
蜜
柑

35
笠
鉾
恵
比
須

39
亀
蛇（
ガ
メ
）

40
飾
馬（
花
馬
）

７
籠

「
八
代
妙
見
祭
の
神
幸
行
事
」
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
へ
登
録
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
40
あ
る
出
し
物
と
祭
り
を
彩
る
人
た
ち
の
思
い
を
紹
介
し
ま
す
。
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